
©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

1号機T/B未調査エリアの調査結果について

東京電力ホールディングス株式会社

２０１７年７月２７日
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１．概要

1号機タービン建屋の滞留水については、建屋滞留水の水位を地下水位（
サブドレン水位）より低く管理することで、建屋外への漏えいを防止し
ながら、慎重に処理を進めている。

これまでに建屋滞留水の水位を低下させ、部分的に残水が残る可能性の
あるエリア（建屋内の壁等で隔離された孤立エリア）を残して最下階エ
リア（平面図□）まで滞留水除去を実施した。

このたび、高線量下のため未調査であった孤立エリア①～③ （平面図□
）について、調査準備が整ったことから、7月5日より調査を実施した。
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No.1

No.2

床ドレンサンプ

１号機タービン建屋地下エリア

① 電気マンホール（２箇所）

② 主油タンク室（１箇所）

③ 復水脱塩装置樹脂貯蔵タンク室（１箇所）
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１号機Ｔ／Ｂ地下エリア
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２．時系列

９：２８ 電気マンホールの水位測定開始

９：３０ 電気マンホールNo.1 水位測定

TP３０２３ｍｍ

９：４５ 電気マンホールNo.2 水位測定

TP２２９３ｍｍ

９：５６ LCO逸脱宣言 電気マンホールNo.1

１０：０１ サブドレン全停

１０：０２ ＬＣＯ逸脱宣言 電気マンホールNo.2

１０：０３ 地下水ドレン全停

１０：１０ 主油タンク室 水位検出限界以下

１０：１７ 電気マンホール排水開始

１０：３０ 復水脱塩装置樹脂貯蔵タンク室

残水なし確認

１４：０５ 電気マンホール排水一時停止
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１７：０７ ＬＣＯ逸脱復帰（※）

電気マンホールNo.1

１７：０９ ＬＣＯ逸脱復帰（※）

電気マンホールNo.２

１８：０５ 地下水ドレン復旧

１８：０９ サブドレン復旧（1uT/B周辺除く）

１８：３９ 電気マンホール排水再開

１９：０１ 電気マンホール排水停止

１９：５０ 電気マンホールNo.1 水位検出限界以下

排水完了

２０：００ 電気マンホールNo.2 水位検出限界以下

排水完了

２０：４７ 1uT/B周辺サブドレン復旧

（※） ： 電気マンホール水位が近傍サブドレン水位より

低い水位となったため。
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3.測定結果及び今後の対応
① 電気マンホール No.1（南側）

下端面：T.P. 1743 mm

水位 ：T.P. 3023 mm →検出限界値以下（20mm以下）

LCO逸脱：復旧

「排水完了エリアに貯留する残水」

水位監視頻度：１回／月

運用目標値：Ｔ．Ｐ．３０２３ｍｍ

① 電気マンホール No.2（北側）

下端面：T.P. 1743 mm

水位 ：T.P. 2293 mm →検出限界値以下（20mm以下）

LCO逸脱：復旧

「排水完了エリアに貯留する残水」

水位監視頻度：１回／月

運用目標値：Ｔ．Ｐ．２２９３ｍｍ

② 主油タンク室

下端面：T.P. 3443mm

水位 ：検出限界値以下（20mm以下）

「排水完了エリアに貯留する残水」

水位監視頻度：１回／月

運用目標値： T.P. 34６3mm

③ 復水脱塩装置樹脂貯蔵タンク室

下端面：T.P. 2043 mm

水位 ：「滞留水未確認エリア

（滞留水及び残水等がない状態）」

管理 ：個別管理とする

地下１階中間部
（TP3443（OP4900））

ハウスボイラー室
（TP943（OP2400））

CD樹脂タンク室
（TP2043（OP3500））

CP配管トレンチ
（TP-857（OP600））

床ドレンサンプ
（TP-2057（OP-600））

電気マンホール
（TP1743（OP3200））

主油タンク室
（TP3443（OP4900））

非常用D/G室
（TP543（OP2000））

SD水位L値
（TP2000（OP3457））

地下１階
（TP443（OP1900））

震災時最高建屋水位
（TP3767（OP5224））

※（ ）内の数値は床面レベル
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【参考】残水の移送

滞留水の残水が確認された電気マンホールNO.1,2について、真空ポンプを用いて移送を実施した。

排水先は１号機Ｔ／Ｂ地下階（最下階T.P.443エリア）床ファンネルを介した床ドレンサンプとした。

電気マンホール
NO.1

電気マンホール
NO.2

【機器概要】
・真空ポンプ：約３ｍ３／ｈ
・移送ホース：耐圧ホース（養生実施）

：抜防止処置実施
：接続部漏えい受け設置
：移送前漏えい確認（ろ過水）実施

【移送中監視方法】
・監視員を現場に配置し異常時には直ちに停止を行う体制とした。

TP443エリア
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